
日時　11 月 29 日 （金）
　　　　　　　　　18:00 ～ 20:00

会場　市民ネットワーク千葉県

山田正彦講演会

売り渡される食の安全

今、日本の「食の安心安全」が危険水域に入っています。
種子法の廃止、種苗法の改悪で、農家がタネを自主採種できない事態が進んでいます。

遺伝子組み換え食品に続き、ゲノム編集食品も気になります。
既に食料自給率は、先進国で最低レベルの 37％。

多国籍企業が進出する日本の農業の未来はどうなっていくのか。
私たちは何をすればいいのか。

山田正彦さんが、最新情報も取り混ぜ、分かりやすくお話します。

主催　千葉県議会議員  伊藤とし子

参加費無料

千葉市中央区中央 4-10-11 アイビル 4階
TEL/FAX　043-201-1051山田正彦さんと伊藤とし子

元農林水産大臣。弁護士。
「TPP 交渉差止・違憲訴訟の会」
呼びかけ人。
2017 年「日本の種子（たね）
を守る会」設立
著書：『「農政」大転換』『TPP 
秘密 交渉の正体』『アメリカも
批准できない TPP 協定の内容
は、こうだった！』など多数。

講師プロフィール


